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研究成果の概要（和文）：チェルノブイリ原発事故発生から30年後の被災地域において、一年間にわたってホー
ルボディカウンタによる住民の内部被ばく調査、陰膳法による食事調査を行い、関連を分析。内部被ばく調査で
は、予備調査で最大23,788Bq/body, 本調査で最大7,437Bq/bodyの放射能が確認され、冬季は高く、夏季は低い
傾向がみられた。食事調査では、年間合計で1,446サンプルを分析。森林由来のキノコ、ベリー類や牛乳で高い
放射能が確認され、最大は乾燥キノコで24,257Bq/kgであった。30年経過時点でも食事から放射性物質を取り込
んでいる実態が明らかになり、食生活の観点から被ばく予防を行う必要性が確認された。

研究成果の概要（英文）：This study revealed the actual conditions of residents’ intake of 
radioactive substances by eating habits in the areas affected by Chernobyl nuclear disaster happened
 30 years ago. The highest value of the internal radiation exposure of residents measured by whole 
body counter was 23,788Bq/body at the pre-test, and was 7,437Bq/body at the 12 months cohort 
measurements. Total of 1,446 food samples were collected from residents in a year by duplicated 
method and analyzed. Forest-derived natural foods, such as mushrooms and berries showed the highest 
radioactivity, with the maximum value of 24,257Bq/kg in the sample of dried mushroom. Milk and its 
processed food products also had high radioactivity. 
In this point of view, long-term action to keep food safety is needed in the affected area, to 
prevent internal radiation exposure by food intake in daily lives.

研究分野： 放射線衛生学

キーワード： 予防医学　チェルノブイリ　原発事故　放射線被ばく　健康影響
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１．研究開始当初の背景 
  福島第一原発事故の発生により、放射線に
よる日常生活や健康への影響に関するエビ
デンスの構築が急務となった。 
 本研究グループは、福島第一原発事故発生
直後の 2011年 3月 15日から発電所周辺で土
壌、松葉、コケ、雪、水などの試料を採取し、
ゲルマニウム半導体検出器により放射能を
測定するとともに、可搬型ガンマ線スペクト
ロメーターなどにより、ヨウ素１３１、セシ
ウム１３４、１３７などから放出される放射
線量を計測してきた。その結果、初期の段階
における汚染分布の概要を明らかにし、住民
に対しては、被ばくの低減をはかるための対
策を提案し、早期に社会に情報を流すことに
よって、一定の成果を上げることができた。 
 一方、長期的な目線では、当該地域に安全
に暮らし続けるための科学的データが不足
していた。本研究グループは、原発から
37-60km に位置する福島県二本松市の市民
の内部被ばく調査（ホールボディカウンタ調
査）、外部被ばく調査に携わるとともに、原
発事故発生から四半世紀以上が経過したウ
クライナ国のチェルノブイリ被災地域にお
いて継続的調査を行っていたことから、当該
地域に居住する人々の食生活、健康状態、精
神的ストレスについて詳細に把握し、放射線
による中長期的な健康影響について予防医
学的観点から提言を行うことを目標とした。 
 
２．研究の目的 
 チェルノブイリ原発事故による被害とし
て報告されているもののうち、半数は放射線
被ばくによる直接的な健康影響に関するも
のであるが、残りの半数近くは、被ばくへの
不安や、事故・避難により突然故郷や職業を
失ったことによる精神的ストレスとその健
康影響であると指摘されている。そのため、
事故後 25 年以上が経過したチェルノブイリ
被災地域における⑴内部被ばく量の実測、⑵
食事による放射性物質の摂取状況の調査、⑶
罹患率の把握、により、放射線被ばくによる
中長期的な健康影響についてのデータを得
るとともに、⑷生活全般に関わる精神的スト
レスについて定量的に把握し、原発事故によ
る影響について総合的に議論し、福島第一原
発事故被災地域の住民に役立つ情報を速や
かに提供することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究グループはこれまで、原発事故後の
長期放射線被ばく予防を目的として、汚染度
による 4 つの区域（第一ゾーンから第四ゾー
ンまで）をすべて含む、ウクライナ国ジトー
ミル州ナロージチ地区を拠点として長年に
わたり調査を実施してきた。 
 現地研究機関による追跡体制が十分でな
く、疫学的評価が困難であった地域において、
自家生産の農産物・畜産物、流通品の放射能
測定の他、地区中央病院での内部被ばく量測

定、疾病罹患状況
についてデータを
収集し、地域での
保健活動に活用す
るとともに現地専
門家に情報提供し
てきた。（地図：
1993年ウクライナ
放射線医学研究セ
ンター  リヒタリ

ョフ氏作成） 
 
 本研究では、引き続き、ウクライナ国ジト
ーミル州ナロージチ地区を対象地域とした。 
職業及び収入格差を考慮し、平均的な 10 家
庭を選び追跡を行った。 
⑴内部被ばく量の実測 
 地区の中心部にあるナロージチ地区中央
病院に、放射性核種 Cs137 による内部被ばく
量を測定するホールボディカウンタを設置
し、食事調査の時期とあわせて、対象者に来
てもらい測定を行った。その際、生活の実態
に関する問診も実施し、職業等による特殊な
放射性物質の取り込みがないかなど確認し
た。 
⑵食事による放射性物質の摂取状況の調査  
 陰膳法（家族の人数分＋1 人分の食事を作
ってもらい、その 1 膳を試料として 1 日 3 食
分採取する）．採取期間は季節変動を考慮し、
春夏秋冬を通じて月 1 回とし、一年間調査を
行った。食材の入手先（例えば、野菜は家庭
菜園、魚・肉はバザールなど）、使用頻度の
高い具材、1 食の摂取量（大人、こどもに分
け、基本的に重量、難しい場合は皿に注ぐ量
と何皿食べたかで推定）等を調査票に記入。 
 ジトーミル国立農業生態学大学、O.M.マル
ゼーエフ記念国立公衆衛生学研究所と連携
し、NaI シンチレーション検出器、ゲルマニ
ウム半導体検出器を用いて、γ線分析を行っ
た。 
⑶罹患率調査 
 旧ソ連圏では、医療カルテは個人または地
区病院が保管しており、最大 50 年分の受診
歴・既往歴が手帳形式で記載されている。（多
い人で 300 ページ程度）。 
 内部被ばく調査の際に、カルテを持参して
もらい、本人の同意を得た上で写真データと
して記録し、医療関係者によって翻訳した上
で、ICD-10 に準じて分類した。 
⑷生活全般に関わる精神的ストレスに関す
る調査 
 汚染地域の定住者、強制移住者、立入禁止
区域に戻って生活している者（サマショール）
について、被ばくの不安、故郷や仕事を失っ
たことによる精神的ストレスと現在の健康
状態についての聞き取りを行った。元プリピ
ャチ市民の支援団体『ゼムリャキ』及び、立
入禁止区域での生活者を人道支援している
個人等に協力を依頼して実施した。 
４．研究成果 
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  対象となった
ら同意を得てカルテ情報の提供を受けた。医
療関係者によって翻訳した上で、
じて分類した。
 ナロ
区住民の
器系疾患、悪性新生物、損傷、呼吸器系疾患、
消化器系疾患である。
 カルテ情報が膨大となったため
が途中段階であるが、翻訳を終えた
うち
に混合型心筋ジストロフィー、
逸脱
り数十の診断を持っているケースも見られ
るため、分析の仕方について再検討を行って
おり、今後対象者数を増やして統計学的に解
析を行うことを目指している。
 
⑷生活全般に関わる精神的ストレスに関す
る調査
 汚染地域の定住者、強制移住者、立入禁止
区域に戻って生活している者（サマショール）
について、現在の健康状態、生活状況、被ば
くの不安、故郷や仕事を失
神的ストレスについて聞き取り調査を実施
 汚染地域の定住者については、
放射線被ばくに対する不安を持つ人の数は
少ないが、食事による放射性物質の取り込み
について意識している人も一定数見られた。
また、原発事故以前から同地域に居住してい
る場合、被災者支援策の縮小や打ち切り、さ
らに食料や燃料代の高騰により経済的に厳
しい状況に置かれているケースが少なくな
い。
 強制移住者については、現在も
イリ被災者として移住先で顔を合わせる
活を送っている。当初は
や鬱状態になる人もいたが、互助関係も一
定程度構築されている。現在は
無料で健康診断を受けられ、
因果関係が認定されている疾患にかかった
場合に障害者として認定されることになっ
ている。元原発関連労働者やその家族が多
いため、放射線に対する
疾患のリスクも抱
く、それによるストレスも存在していると
推察された。
 立入禁止区域に戻って生活している者に
ついては、自ら希望して汚染のある地域に暮
らしているため、放射線や放射性物質
るおそれの気持ちは薄かった。一方で、人
極めて少ない場所にいるため、物の購入など
日常生活の不便や、
数少ない
が大きくみられた
継時的に縮小さ
生活が立ち行かなくなるケースが発生して
おり、長期的視点での被災地域のあり方を考
える上で重要な情報を得られた。
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